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表者の講演要 旨を報告す ることにします｡ 以下に示すよ うなプログラムで会が進
行 した｡ 岸本氏､ 野村氏､ 篠本氏､ 郡司氏の要 旨は講演者 自らが執筆 した｡ 他の
講演者の要 旨は､ 京大物理の大学院生､ 西川郁子, 岩本貴司の両氏が ノー トをと






13:30:福沢一言 (東京都老人研) :左右大脳半球と連合離断症状 -脳梁性の
失読 と失書 を中心 に
15:30-16:00:休 憩
16:00:内村英幸 (国立肥前療養所) :コ ミュニケーションと自我の生物学的
基礎 一身体 論序 説
18:00:昇一日日終了
9月 8日 (金)









16:30:津 田一郎 (九工大情報工学部) :脳 の非線形動 力学的観点
17:30:懇親会
9月 9日 (土)
9:30:野村浩郷 (九工大情報工学部) :言語理解のコン ピュー ターモデル
ll:30-13:00:昼休み
13:00:郡 司隆男 (大阪大言語文化部) :舌請 を処理す る脳一書諸学か らみ た脳
15:00:解 散





以下に研究会の主 旨と簡単 な感想を書 くことに します｡
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｢動的脳観｣
近年の脳科学の発展はめざましいもの があ り, 脳を構成す る神経細胞の性質､
神鮭細胞のネ ッ トワークの横道､ お よびシナプスに関連 した化学物質 と反応東過
程に関 して多 くの ことが明 らかにな り､ 脳の高次一機能とネ ットワー クの関係が徐
々に明 らかにな りつつある｡ これ らは神経生理学､ 神経心理学､ 分子生物学､ 将
神病理学などの分野か らの寄与によるところが大である｡
これと連動す るように､ 脳の理論的研究も新 しい段曙をむかえよ うとしてい
る｡ すなわちー 非線形動力学､ 並列分散情報処理に代表 される新 しい神経回路細
理論､ スtioングラス等の物理､ 工学関係の研究が発展 したことによ り. 脳の高次
機能 を実現す る情報処理のメカニズムとその具体的方法に関す る病死の糸口が開
けつつある｡
ホ ップフィール ドが提唱 した連想記憶のスピングラスモデルがひ とつの契機
にな り､ 多 くの物理学者が脳研究に興味を持ち始めた｡ 脳損傷のデー タをもとに､
記憶 の鰐層的 うめ こみをスピングラスモデルで実現 しよ うとしているビラソロな
どもその一例である｡ この レベルでの物理学者の寄与として臥 相載移理論を使
って記憶容最を精密に計算 したものがあるC
神経細胞や神経 回路やそこで働 く化学友応におけるさ-まざまな現象は近代物
理学の 日か らみれば､ 非平衡系の非線形現象としてとらえることができるO すな
わち､ 脳神経系は非線形非平衡系の現象の上で特異な情報処理が進行 していると
考えることができるであろう｡ とくに近年､ 科学革命と して認識されつつあるカ
オスの存在の発見 は脳の情報処理様式 を考 えるうえでも大変重要な意味をもって
いるということができる｡
また､ 物理学や生物物理学を中心 に発達 してきた自己組織化論 もこれ らの分
野が計算機科学や脳科学の成果を吸収することによ り､ 新 たな展開を見せ始めて
いる｡ 物理学がよ くやるように､ 境界条件 を固定 したもとでのパ ターンの形成や
それ に伴 う情報過程 はほんとうの 自己組織化ではな く単 に散逸横道 とみなすべき
であ る､ という考 えも生 まれてきている｡ 自己組織化過程 はもつと柔なんで発展
的な システムのしくみに内在 したものである､｢という考 え-RであるQ コンピュー
ター.･ウイルスはす くな くとも散逸構造よ りは柔なんで政道ムゲなふるまいをし
ているようにみえる｡ この新たな自己組織化論は､ 新たな生命論- と発展す る可
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研究会報告
能性 を秘めているよ うに思われ る｡
機械は機能的なシステムで､ モ ジュール構造 をもっている｡ しか し機械の 目
的はは じめか ら決 っているので､ 各モ ジュールの機能も決 まっているように設計
され る｡ 機能的な各卓 ジュールの集合体が機械であ るとい うことができるO それ
に対 して､ システム全体あるいは､ そのサブシステムの機能発現のあ りかたに応
じて､ どこが特別の機能 をも~つJモ ジュールかが決超 され る_ とt､うよ うなシステ
ムを考 えることは可能であろう｡ ひ とつの機能を決めJLばはっき りとしたモジュ
ール構造が観測可能であ るが､ モジュールの境界､ 各モ ジュールの機能は システ
ムの機能によって変化す るため､ 時間軸上 でみれ ば､ と りたててはっき りしたモ
ジュール構造が観測 され ない､ とい うシステムである｡ 脳 にお いても､ と くに発
達過程ではもしか した らそのよ うなことが起 こっているか もしれないO いずれに
せよ､ この システムはきわめて敵通ムゲに､計算 を行 い､ 情報処理 し､ 進化J王に耐
えうるものであるよ うに思われ る｡
以上の観点 を r動的脳観｣ とちなみに呼んでみたわ けであ る｡ この研究会は､
物理 における脳科学-の関心の高ま りを考 え､ 物理研究者 と脳科学者､ 並びに計
算機科学者の間の相互理解を深め (必然的に､ 相互誤解 も深まるかも しれ ないが)
､参加者一八一人が脳科学を自分の問題 と して捉 える契機 をつ くることを 目的に
抑催 されたO
私が当初､ 期待 していた脳の ミクロレベル とマクロ レベル をダイナ ミックス
とい う観点 でつな ぐための徹底 した議論は､ できなかった｡ そのかわ り､ 物理の
若い人たち (他 分野の人 たちがそ う呼んだ)が盛′い こ質問 し､ そd)意味でのt,T.一発
なや りとりが展開 された｡ その後､ 何人かの人たちか ら寄せ られた感想を考慮す
るとー このよ うな タイプの研究会が物理の側で準備 され開かれ たこと自体が大変
意味があったのだ と思 う｡ その意味でも､ 基研研究部員会議で.の私 の主 旨説明に
対 し､ 柔なんで積極的な理解 を示 して くださった方 々に感謝 します｡
(以上､ 津 四一郎)
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